障がい者相談支援ガイドライン骨子（案）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
はじめに
　⇒本ガイドライン作成のねらいについて記述。
　　＊作成の趣旨（相談支援従事者が、実際に相談支援の現場で活用できる実践的な手引書として作成したいことなど）を示す。
第１章　障がい者相談支援とは
　⇒相談支援の理念や役割について記述。
　　＊相談支援の理念や役割、位置付け等について説明する。
第２章　障がい者相談支援事業と市町村
　⇒障害者自立支援法に基づき実施される相談支援事業について記述。
＊市町村が実施する障害者相談支援事業や指定相談支援の業務、改正障害者自立支援法により実施される相談支援体制の概要などを説明する。
第３章　障がい者相談支援の展開
１.相談支援に従事する者の基本姿勢と求められる資質
　⇒相談支援業務において留意すべき基本的事項等について記述。
　　＊相談支援に従事するうえで不可欠な視点（本人中心、エンパワメント、アドボカシー、チームアプローチ等）や相談支援従事者に求められる基本的な姿勢・資質や技術など（地域課題の解決に向けて取り組む姿勢、コミュニケーション能力、面接技術等）を説明する。
　
２.ケアマネジメントプロセス
　　（１）　インテーク
　　（２）　アセスメント
　　（３）　個別支援会議
　　（４）　個別支援計画の作成と実施
　　（５）　モニタリング・再アセスメント
　　（６）　評価・終結
　　⇒具体的な相談支援業務の流れに沿って、留意すべき基本的事項について記述。
　　　＊インテーク、アセスメントの実際、個別支援会議の開催方法、個別支援計画の記述のポイント、モニタリンングや支援の評価等について、具体例を交えるなど、できる限り実践的に活用できるよう説明する。
３．事例 
⇒実際の相談支援業務に活かせるよう、具体的な事例について記載。
＊障がい種別や利用者の置かれている状況等のパターン別に、相談支援の実例を紹介する。
第４章　障がい者の権利擁護と権利侵害
　⇒相談支援業務において、特に配慮すべき権利擁護の視点について記載。
　　＊相談支援の現場における権利擁護の視点の持ち方、権利侵害に対する対応のあり方や関係機関との連携のあり方等を説明する。
第５章　個別支援から地域自立支援協議会へ 
⇒個別支援から地域自立支援協議会を通した地域全体の課題へと普遍化する過程や課題解決に向けた取り組み方法等について記載。
＊個別支援会議を中心に一人ひとりへの支援体制をつくり、個々のニーズに対応していくことは重要であるが、それだけでなく、個々のニーズから明らかにされた地域の課題に着目し、地域自立支援協議会等を通じて、地域の社会資源の改善・開発につなげていくことの必要性とその取り組み方法等を説明する。
第６章　用語の整理
　⇒用語の整理が必要と思われるもの（個別支援計画、個別支援会議、………等）について記載。
　　＊用語の整理を通し、相談支援に関わる者が共通の認識で支援に臨めるようになることを目指すもの。
第７章　様式
　⇒様式（相談受付表、ケース概要表、アセスメント表、サービス利用計画表、モニタリング表）について提示。
　　＊相談支援に従事する者が実際に記入する際にヒントとなるように、各様式に記入例をつける。
おわりに
　⇒本ガイドラインのまとめについて、今後の検討課題の他、相談支援事業の評価・自己の振り返り、災害時等における相談支援に関する指針作成の必要性等も踏まえて記述。
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